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目的　闇ii以来、Ji 流階級・ 洋装化に伴い、風格習慣の欧風化を積極的に導入しμ。そ

れら階級の女性(C -t, 社交乗馬の風習が採用?  れると共(こ、女性用の横乗り乗馬服ヵくわが` &

初 のスポ- ツ羞 の一つヒL  X 用いら れ尺。その特殊な5- Iﾚ£､ヽ、卜 とそれを表現し ている構

成面に興味をいだいて. 鍋島報蚊去管蔵　婦人乗馬服の緋呪をお- な 。た。

方砥　実物調査及び復元による考証　　　　　　　　　　　　　　　ト

乗馬服・ 機能に対t  る構成面乞解明 ずる尺めに復元を試み. 更I-. それが 実際乗馬しに塙合
にどう機能 するヵ、、着裴観祭をおこ､な 、政。　　　　　　　　　　　　　 十

結果　乗馬寸るrzめの特殊な県庁 に速穴ご-tf るrこめに考え｡られに構成Si.   並びIt 補助素

材誇I' ついて理解乞得うこと力'< Z･? ft。
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昨 年<^ 発 象 こ慶 き,  今 回 は 丈 明 陶 化 ら ち で 表゙ さ れｌ　 人 々 のt  盾 の 政 蔵 北cn X  ）a  プ 馮

る場 浹 潅^   むｰ･ 糟 浹？ ・）摩t ・）求 生 油 ・）変 覆･=　 そ・り嗜･晋I' つVA てtn ±  L れ斡 果 多報 告

寸 気

ヤ 拡

凛 釆 市 内･ﾌ) , 学 割 発 乃 § 初 哨 夜 ， ぷ 弓い･*^  <K. ･こ逍 ヽ.戸 史Slo 小 学 夜l 対 象 ≒ 市 の

中t' 卸 ， 東 京 に 造 ヽ 北 却 ，山 間 邨 ，i>ヽ つ マ 漬 業 石i 鬼let t Ti 悔 岸 令り 小 学 破 ・），-B 牟 史

, 卒 業 写 虞ﾉﾌ う ス,写 晨　 古 丈 書 穐 来 布 吏　 放 棄 史　 聞 き と り ＼･り 他 よ り. 衣 隻 地･ り麦

蘆 あ･よび ぞ の 間i2. ?･調 奎 す^ 。
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・　 樗 茨 遠 降l遵,i  よｰ,-7    .   連 り

繁 巣 い た ． 剔　 児 考 丿

・　 男･≪■兜 と^ 衣 服 （ 命 服 ）・ 栴 ゆヽ 鳩fii  
，^
 奮 他 り カ ス リ ヘ と移 行 寸3 ．ir 見 の 友無

は　 寸･ヽ穿 ）?,- そ しへ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

●　 々 児 の 彙 －i あ胎 髪･ ヽfi ）欠々 に オカ ヽﾂA" II   変把 可3 i>< ’ 兌 痢 蒐^'^ ）3  , し

・　 穐 映 遵I!. 1丘い 布 の 中ﾉ．却 以 外 り 入 れ･> ^ 油 ＼%＼  V  やヽ つTz  よ"^ で,    呪竜 の就 学 命 の 向 上

IZ　 肉 係*  ＼球% 彬 し て`ぃI.


